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一

　

は
じ
め

に

　
鎮

源
（
生

没
年
未
詳
）

撰
の

法

華
説
話
集

『

本
朝

法
華
験
記
』

（

長
久

年
間

20

四

〇

　
一

〇

四

四
）

成
立、

以
下
「

験
記
』

∀

に

は

多

く
の

持

経

者
の

伝

記
が

収
め

ら

れ

て

い

る
。

こ

う
し

た

伝

記
は

先
学
に

お
い

て
、

当
時
の

修
行
者
の

有
り
様
と

そ
れ
へ

の

信
仰
を
反
映
さ
せ

た

も
の

　
　
　

　
　
　

　

（
1）

と

し

て

扱
わ

れ
て

き
た

。

し

か

し

そ
の

筆
致
は

単
な
る

忠
実
な
記
録
で

な

く
、

説
話
文

学
と

し
て

当
然
の

こ

と

な

が

ら
、

神
話
的
叙
述
を

は

ら

む

も
の

で

あ
り

、

十
分
な

検
討
を
必
要
と

す
る

。

本
論
文
で

は
、

鎮
源

が

い

か

に

持
経
者
を

描
い

た

か
、

そ

の

神
話
的

叙

述

法
に

着
目

し
、

『

験
記
』

に

お

け
る

持
経

者
像
が

ど

の

よ

う
に

構

築
さ

れ

て

い

っ

た

の

か

に
つ

い

て

考
察
を
試
み
た

い
。

　
具
体
的
に

は
、

第
六

九

話
「

基

燈
法
師
」

（
『

日
思
』

五

四

二

頁
上）

を

取
り
上
げ
る

。

結
論
を

先
に

言
え
ば

、

筆
者
は

同
話
が

「

法
華
経
』

常

不

軽
菩

薩
品

第
二

十
（

以

下
、

不
軽

品
）

を

ド
敷

き
に

し

て

い

る
、

と

　
　
　

　

（

2
）

推
定
し
て

い

る
。

本
研

究
で

は
こ

の

仮
説
を

提
示
・

検
討
し
つ

つ
、

鎮

源
が

い

か
に

『

法
華
経
』

の

菩
薩
信
仰
を

消
化
し
つ

つ

持
経
者
説
話
を

生

み

出
し
て

い

っ

た

の

か
、

そ
の

手
法
と
ス

タ
ン

ス

の
一

例
を

考
究
す

る
。

　
な
お
こ

こ

で

補
足
と

し

て
、

説
話
文
学
に

お

け
る

常
不
軽
菩
薩
の

扱

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

（
3

）

い

に
つ

い

て

述
べ

て

お

く
。

常
不
軽
菩
薩
に

関

連
す
る

説
話
は

少
な
い

。

先
学
に

お
い

て

は
、

広
田

哲
通
氏
が

不

軽
品
説
話
と

し

て

七

例
を

指
摘

　
　
　
（

4）

し
て

い

る
。

な
お
広
田

氏
は

第
六
九
話
を
不
軽
説
話
と

し
て

扱
っ

て

い

な
い

。

二

　
第
六
九

話
「

基
燈

法
師
」

と

不

軽
品
と
の

関

連
性

　
本
節
で

は

第
六

九

話
「

基

燈
法
師
」

（

『

日

思
』

五

四
二

頁
上
）

と

不
軽

品
と

の

類
似
性
を
指
摘

す
る

。

　
第
六

九
話
は

表
題
の

示
す
通
り

、

基
燈

法
師
と

い

う
法
華
持

経
者
の

　
　
　

　（
5

）

伝
記
で

あ
る

。

文
中

、

基

燈
の

独

自
性
と

し

て

述
べ

ら

れ

て

い

る

の

は
、

 
長

寿
、

 
六

根
清
浄

、

 
非
情
・

有
情
を
問
わ

ず
恭
敬
し

仏
を

見
る

、

の

三

点
が

主
に

挙
げ
ら

れ

る
。

一 680一
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ま
ず

 
長

寿、

 
六

根
清
浄
の

二

点
に

つ

い

て

確
認
し

て

み

る
。

該

当
箇
所
は

以
下
の

通

り
。

　

寿
命
極
長

。

百
四

十
余
歳
而
腰
不
曲

。

起
居
軽
利

、

面
貌
少
壮

、

如
三

十
人

。

　

眼

見
遠
境
色
像、

耳
聞
数
里
外
声
也

。

世
間
人
称
六

根
浄
聖

。

　

こ

の

よ

う
に

基

燈
の

常
識
を
超

え
た

「

長
寿
」

つ

い

て
の

挿
話
は

、

神
話
的
性
格
が
強

調

さ

れ

た

叙
述
に

な
っ

て

お

り
、

本
話
の

特
色
の
一

と

言
え
よ

う
。

ま
た

六

根
清
浄
に

関
し

て

も
、

そ
の

人

物
の

重

要
な

特

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

（
6

）

質
と

し

て

殊
更
に

強
調
さ
れ

て
い

る
の

は

基
燈
の

み

で

あ
る

。

　

こ

の

よ

う
に

基
燈
の

目
立
っ

た

特
徴
と

な
っ

て

い

る

長
寿
と

六

根
清

浄
で

あ
る

が
、

こ

れ

ら

は
い

ず
れ

も、

不
軽
菩
薩
の

特
性
と
一

致
す
る

も
の

で

あ
る

。

　

不

軽
品
に

お
い

て

は
、

不

軽

菩
薩
が

威

音
王

仏
の

説
い

た

『

法

華

経
』

を

受
持
す
る
こ

と
で

六

根
清
浄
を

得、

ま

た

寿
命
を
延

ば

し

た
こ

と

を

そ

の

果
報
と

し

て

説
い

て
い

る
。

　

具

聞
威
音
王

仏
先
所
説
法
華
経

。

二

十

千
万

億
偈
悉
能

受
持

。

即
得
如
上

眼

　

根

清
浄
耳
鼻
舌
身
意
根
清
浄。

得
是
六

根
清
浄
已

。

更

増

寿
命
二

百
万
億
那

　

由

他
歳

。

（
大
正

九、

五
一

上

六

−
七
）

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
（

7）

　

こ

の

よ

う
に

、

長

寿
と
六

根
清
浄
の

二

種
は

、

不
軽
菩
薩
の

法
華
持

経
者
と

し
て

の

属
性

中
、

そ
の

主
た

る

要
素
で

あ
る

。

　

以
上

ま
と

め

る

と
、

基

燈
と

不

軽
菩
薩
は
い

ず
れ

も
、

「

長

寿
と

六

根
清
浄
を

属
性
と

す
る
」

点
を
そ
の

特
色
と

す
る

、

と
い

う
点
で
一

致

し

て

い

る
。

鎮
源
『

法
華
験
記
』

の

持
経
者
像
（
岡
　
田
）

　

次
に

、

 
有
情
・

非
情
を
問
わ

ず
恭
敬
し

仏
を
見
る
、

と
い

う
箇
所

を
見
て

み

た
い

。

　

於
非

情
草
木
猶
生

恭
敬
心

、

況

有
情
類
作
真
仏
想

　

こ

の

モ

チ

ー

フ

と

関
連

が

想
定
さ
れ
得
る

の

は
、

不
軽
菩
薩
に

よ

る

但
行

礼
拝
の

挿
話
で

あ

る
。

諸
存
在
へ

の

平
等
な

恭
敬
心

と
、

但
行
礼

拝
と
を

直
ち
に

結
び
つ

け
る

こ

と

の

妥
当
性
に

関

し

て

は
い

ま
だ

考
察

の

余
地
が

あ
ろ

う
が

、

こ

こ

で

参
考
と

し

て

『

閑
居
友
』

巻
上
・

九

に

つ

い

て

見
て

お

き
た
い

。

同
話
で

は
、

「

す
べ

て

こ

の

不
軽
と
い

ふ

事

の

心
は

、

衆
生
の

胸
の

底
に

仏
性
の

お

は

し

ま

す
を

、

敬
ひ

拝
み

奉
る

也
」

と

意

義
付
け

、

そ
の

根
拠
を
「

こ

ま
か
に
は

涅
槃
経

に

み
ゑ

た

り
」

と

『

大
般
涅
槃
経
』

所
説
の

仏

性
論
に

求
め

、

「

蟻
・

螻
蛄
」

「

あ

や

し

の

鳥、

け
だ

物
」

ま
で

が

敬
う
べ

き

存
在
で

あ
る

、

と

し
て

い

る
（
『

新

日

本
古
典

文
学

大
系
40

宝

物
集

閑
居
友

比

良
山
古
人

霊
託
』

三

八

〇

ー

三

八
一

頁）
。

こ

の

よ

う
に

「

閑
居
友
』

は
、

仏
性
説
の

観
点
か

ら
、

畜

生
へ

の

礼

拝
を
も

但
行
礼
拝
行
と

し

て

明
示
し

て

い

る
。

　

更
に

『

閑
居

友
』

は
そ
の

後
に

、

『

験
記
』

第
七
四

話
「

播
州
雪

彦

山
玄

常
聖
」

に

お

け
る

、

畜
生

礼

拝
の

モ

チ

ー

フ

（

「

見
鳥
獣

屈
腰
」

〉

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
（

8）

に

言
及
し

、

こ

れ

を
但
行
礼
拝
の
一

例
と
し

て

い

る
。

こ

こ

で

第
七

四

話
と

第
六
九
話
を
比
す
れ
ば

、

後
者
は

、

そ

の

恭
敬
の

対
象
範
囲
が

草

木
等
の

非
情
に

ま
で

拡
大
さ
れ

て

い

る
こ

と

が

着
目
さ
れ

る
。

こ

の

教

理
的

根
拠
と

し

て

は
、

＝

草
一

木
一

礫
一

塵

各
一

仏

性
各
一

因
果
具

足
縁

了
」

（

湛
然
『

金

剛
鉾
』

大

正

四

六
、

七

八

四

中
二

一

−
二

二
）

等
に

＝
一
九

一 681 一
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鎮
源
『

法
華
験
記
』

の

持
経

者
像
（

岡
　
田）

明
ら
か

な
、

中

国
天

台
由
来
の

草
木
成

仏

説
が

推
定
さ

れ
よ

う
。

　

以
上
ま

と

め

て

お

く
。

基
燈

法
師
は

、

不
軽
品
に

お

け

る

不

軽

菩
薩

と
土
ハ

通
項

を

有
し

て

い

る

（

長

寿
、

六

根
清
浄、

諸
存
在
へ

の

恭
敬
／
仏
性

の

観
察∀

。

こ

こ

か

ら
、

鎮

源
は

不
軽

菩
薩
を

素

材
と

し

て
、

基

燈

法

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

9）

師
と
い

う
「

持
経
者
の

理
想
像
」

を

構
築
し

た
、

と

推
定
出

来

よ

う
。

　

ま
た

説
話

末
尾
に

お

い

て
、

「

常
見

善
夢
想
、

如
四

安

楽
行
夢
唱
八

相
」

と
、

安
楽
行
品
第
十
四
に

説
か

れ

る

四

安
楽
行
へ

の

言

及

が

あ
る

こ

と

も
注
目

す
べ

き

で

あ
る

。

『

験
記
』

中
、

四

安
楽
行
へ

の

言
及
が

あ
る
の

は

本
話
の

み

と

な
る

。

な

ぜ

本
話
に

お
い

て

殊
更
に
こ

の

よ

う

な

言
及
が

あ

る

の

か

に

つ

い

て

は
、

智
顎

『

法
華

文
句
』

に

お

け

る
、

不
軽
菩
薩
の

行
を

四

安
楽
行
に

配
当
す
る

解
釈
を

踏
ま

え
た

可

能
性
を

指
摘
し
て

お

き

た
い

。

　

深

敬
是
意
業

。

不
軽
之
説

是

口

業
。

故

往
礼
拝

是

身
業

。

此
三

与
慈
悲
倶

。

　

即
誓
願

安
楽
行
也

。

（
『

法
華
文
句
』

大

正
三

四、

一

四
一

ヒ
一

六

−
一

七
）

　

こ

の

よ

う
に

本

話
に

お

け
る

四

安

楽
行
へ

の

言

及
は

、

先

述
し

た

「

於

非
情

草
木
猶

生

恭
敬
心

、

況

有
情
類

作
真
仏

想
」

の
一

文
（

但
行

礼

拝
を

、

草
木
成
仏

説
へ

と
拡
大
し

た

と

思
し

き
記
述
）

と

同
様
、

不
軽
品

を

新
た

な
説
話
と

し

て

語

り
直
す
試
み
の

中
で

、

叡
山
僧
た

る

鎮
源
が

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
（
10）

天

台
教
理

を
用
い

た

故
の

も
の

で

あ
る

、

と

解
せ

よ

う
。

三

　
結
論

本
研
究
で

は
、

鎮

源
が

ど
の

よ

う
に

持

経
者
伝
を
作
り
上

げ
て

い

っ

一

三
〇

た

の

か
（
『

験

記
』

に

お

け
る

持
経
者
像
は
ど

の

よ

う
に

構
築
さ

れ
て

い

っ

た

の

か
）

、

そ
の
一

端
を

考

察
す
べ

く
、

第
六

九

話
「

基

燈

法
師
」

を
一

例

と

し

て

取
り
上

げ
た

。

　
そ

の

結
果

、

同
話
は

『

法
華
経
』

不
軽
品
に

説
か

れ
る

不
軽

菩
薩
の

モ

チ

ー

フ

（

長

寿
、

六

根
清
浄

、

但
行
礼
拝）

を

素
材
と

し
、

時
に

天

台

教
理
の

成
果
を
盛

り
込
み
つ

つ

（

但
行
礼
拝
と

草
木

成
仏
説
と

の

関

連
づ

け
、

四

安
楽

行
へ

の

言
及
）

、

こ

れ

を
再

説
話
化
す
る
こ

と

で

成
立

し

た

持
経
者
伝
で

あ

る
、

と

解
釈
し

う
る

と

示

し

た
。

　
こ

の

第
六

九
話
の

例
か

ら

は
、

持
経
者
伝

は

「

行
」

の

世
界

、

仏
教

の

実
践
面
を

示
す
史
料
で

あ
る

が
、

そ
の

成

立
の

上

で

は
、

経
典
や

教

学
と
い

っ

た

「

教
」

の

面
も

深
く
関
わ
っ

て

い

る
と
い

う
可
能
性
が

示

唆
さ
れ
る

。

一

般
に

「

行
」

と

「

教
」

は
二

項
対

立

に

置
か

れ
が
ち
で

あ
る

。

し

か

し

そ
の

ど
ち
ら

か

に

特
化

、

な
い

し

ど

ち
ら
か

を
排

斥
す

る

こ

と

な

く
、

「

教
」

を

踏
ま

え
つ

つ

「

行
」

の

説
話
を

構
築

す
る

と

い

う
試
み

が
、

第
六

九
話
に

見
え
る

、

鎮
源

に

よ

る

「

持
経

者
伝
」

創

出
の

ス

タ

ン

ス

で

あ
っ

た
、

と

言
え
よ

う
。

　

無

論、

こ

れ

は

ま

だ
一

つ

の

事

例
に

留
ま

り、

こ

の

他

に

も
『

験

記
』

に
は

多
く
の

持
経
者
伝
が

あ
る
の

で
、

今
後
も

考
究
を
続
け
た
い

。

1
　
橋
川
正

『

日

本
仏
教
文
化
史
の

研
究
』

（
丙
牛
出

版
社

、

一

九

二

四
）

、

　

家
永
三

郎
「

日
蓮
の

宗
教
の

成
立

に

関
す
る

思

想
史
的
研
究
」

（
『

中
世
仏

　

教
思

想
史

研
究
』

法
蔵

館
、

一

九
四

七
）
、

井
上

光
貞
『

日

本
思

想
大

一 682 一
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系
7

往
生

伝

法
華
験
記
』

校
注
（
岩

波
書
店、

一

九
七

四
）
、

川

添
昭

　
二

「

法

華
験

記
と

そ
の

周
辺

　
　
持
経
者
か
ら

日

蓮
へ

ー
」

（
『

仏

教
史

　

学
』

八

巻
三

号
、

一

九

六

〇）
、

そ
の

他
。

2
　
鎮
源
は

説
話
に

『

法
華
経
』

の

教
理

や

経
文
を

織
り
込
む

手
法
を

得
意

　
と

す
る

。

拙
論
「

鎮
源

『

法

華
験
記
』

に

お

け
る

異
類

功
徳
譚

ー
並

行

　

話
比

較
を

中

心
に

　

　
」

（

『

印

度

学

仏

教

学

研
究
』

六

二

巻
一

号
、

　
二

〇
一

三
）

等
参
照

。

3
　
二

十
八

品

そ
れ
ぞ

れ

に

説

話
を

配
当
し

類

別
し
た

了
円

『

法
華
霊

験

　

伝
』

に
お
い

て

も
、

不
軽
説
話
に

相
当

す
る

も

の

は

見
ら
れ

な
い

（
『

大

　

日

本
続
蔵
経
』

第
一

輯
第
二

編
乙

第
七

套
第
四

冊
、

蔵
経
書
院

、

三

九

九

　

丁

裏
−
四
〇

〇

丁

表）
。

4
　
「

法
華
経

常
不
軽

菩
薩
品
第
二

十

が

生

む

説
話

　
　
閑
居
友
上

第
九

話

　

を
基
点
と

し

て

　
　
」

（

『

説
話
文
学
研
究
』

　一

入
、

一

九
八

三
）
。

な
お

　

広

田

氏

は

七

例
の

他
、

更

に

『

今

昔
物

語
集
』

（
以

下
、

「

今
昔』
）

巻

　

十
九
・

二

十
八

（
広
田

氏
は
二

六

と
す
る

が

恐
ら

く
誤

記）

に
お

け
る

不

　

軽
行
の

記
述
を
指
摘
す
る
が
、

同
話
は
（
氏
の

設
定
し

た）

不
軽

説
話
の

　

類
型
か

ら

外
れ
る

と
す
る

。

5
　
『

験
記
』

以
降
の

基
燈
の

伝
記
は

『

今
昔
』

巻
十
三

−
二

十

五
、

『

元

亨

　

釈
書
』

巻
十
一

、

『

本
朝
高
僧
伝
』

巻
六
十
八

に

採
録
（
『

日

思
』

頭

注
、

　

お

よ

び

『

国
訳
一

切
経

和
漢
撰
述

部

史
伝
部
十

九
』

改
訂
二

版、

大
東

　

出
版
社、

一

九

八

七、

二

二

七

頁
脚
注
を

参
照
）

。

6
　
六

根
清
浄
を

得
た

行
者
へ

の

言
及
は

他
に
二

例
（
第
二

六

話
・

第
七
」

　

話
）

あ
る
が

、

ど

ち
ら

も
偉

大
な
行
者
を

形
容
す
る
際
の

装

飾
的

文
言
と

　

し

て
、

他
の

文
言
（
三

業
の

調

伏
な
ど
）

と
あ
わ
せ

て

テ
ン

プ

レ

ー

ト

的

　

に

用
い

ら

れ

て
い

る
に

留
ま
る

。

7
　
そ
も

そ

も
、

不
軽

品
（
な
ら

び
に

不
軽
菩
薩
）

は
、

前
章
で

あ
る

法
師

　

功
徳
品
に

示
さ

れ

る

と
こ

ろ

の

六

根
清
浄
の

モ

デ
ル

・

ケ
ー

ス

を

示
す

鎮
源
『

法
華
験
記
』

の

持
経
者
像
（
岡
　
田
）

　

た
め

に

説
か

れ

た
と

経
典
中
に

明
示

さ
れ

て

い

る

（

「

如
前
所
説

。

其
所

　

得
功
徳

。

如
向
所
説

。

眼

耳
鼻
舌
身
意
清
浄
」

大
正
九
、

五

〇

中
二

六

−

　

二

八
）

。

こ

の

よ

う
に

、

六

根
清
浄

位
の

象
徴
と
し

て
、

『

法
華
経
』

で

は

　

不
軽
菩
薩
が
、

『

法
華
験

記
』

で
は

基

燈

が

説
か
れ
て

い

る

こ

と

が

分
か

　

る
。

8
　
広
田
前
掲
論

文
は
こ

れ
を

踏
ま
え、

畜
生

礼

拝
の

モ

チ
ー

フ

を
但
行
礼

　

拝
と

見

做
し
て

い

る
。

9
　
付
言
す
る

と
、

第
六

九

話
の

 
↓

 
↓
 
と
い

う
モ

チ

ー

フ

の

羅
列

　

は
、

不
軽
品
の

対
応
モ

チ

ー

フ

を
丁
度
逆
転
さ

せ

た

も
の

で

あ
る

（
不
軽

　

品
で

は
、

但
行
礼
拝
↓
六

根
清
浄
↓
延

命
の

順
で

語
ら
れ

る
）

。

10
　
な

お
、

本
話
を

継
承
し
た

『

今
昔
』

巻

十
三

−
二

十
五

に

は
、

四

安
楽

　

行
へ

の

言

及

は

な
い

（

『

新
日

本
古
典

文
学
大

系
35

今
昔
物
語
集

三
』

　

岩
波
書

店、

一

九
九
三

、

二

二

四

頁
脚
注
1
も

指
摘
）

。

「

今
昔
』

が

『

験

　

記
』

を

引
用

す
る

際
に

は
、

そ
の

本
文
に

織

り
込
ま
れ
た

『

法
華
経
』

教

　

理

を

削
除

す
る

傾

向
に

あ
る

（
前
掲
拙
論
参
照
）

が
、

こ

れ

も
そ
の
一

例

　

と

言
え

る
。

同
様
に

『

元
亨
釈
書
』

『

本
朝
高
僧
伝
』

の

基
燈
伝
に

も
、

　

四

安
楽
行
へ

の

言

及
は

無
い

。

※

テ

ク
ス

ト

は
、

『

日
本

思

想
大

系
7

往
生

伝

法
華
験
記
』

（

岩
波
書
店

、

一

九

七

四
、

『

日

思
』

と

略∀
、

『

新
日

本
古
典
文
学
大

系
40

宝

物
集

閑

居

友

比

良
山

古
人

霊
託
』

（
岩
波

書
店

、

一

九

九
三
）

、

『

大
正

新
脩
大
蔵
経
』

（

「

大
正
」

と

略）

に
依
っ

た
。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
「

法
華

験
記
』

、

常
不
軽
菩
薩

、

天

台
、

持
経
者

　
（

東
京
大

学
大
学
院）

＝
二

一
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